
(57)【要約】

【課題】１次側と２次側間の結合の高い超音波診断装置

の送信パルス発生用トランスを実現する。

【解決手段】基板上に構成したトランスの１次巻線のパ

ターンＡ－Ａ’、および２次巻線のパターンＢ－Ｂ’を

単純な円弧ではなくジグザグにすることで、同じ巻線数

でも配線長を長くすることができる。これによりトラン

スの１次側と２次側の結合を高めることができ、駆動能

力の高い優れた超音波診断装置の送信パルス発生回路を

実現することが可能になる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ 次 巻 線 も し く は ２ 次 巻 線 、 あ る い は そ の 両 方 パ タ ー ン を ジ グ ザ グ に す る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ２ 】
１ 次 巻 線 も し く は ２ 次 巻 線 、 あ る い は そ の 両 方 パ タ ー ン を 蛇 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ３ 】
多 層 プ リ ン ト 基 板 の 複 数 の レ イ ヤ を 用 い 、 １ 次 も し く は ２ 次 巻 線 の ど ち ら か を 中 間 層 に 配
置 し 、 他 方 の 巻 線 を 表 層 と 裏 層 を い き き す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路
用 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ４ 】
表 層 と 裏 層 を バ イ ヤ ホ ー ル に よ り い き き す る パ タ ー ン を 互 い 違 い に 組 み 合 わ せ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ５ 】
表 層 と 裏 層 を バ イ ヤ ホ ー ル に よ り い き き す る パ タ ー ン を ２ 系 統 配 線 す る こ と で 、 １ 次 側 巻
線 が ２ 系 統 あ り バ イ ポ ー ラ 送 信 回 路 に 用 い る こ と の で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ６ 】
多 層 プ リ ン ト 基 板 の ２ 層 を 用 い 、 １ 次 側 巻 線 、 ２ 次 側 巻 線 の 双 方 を プ リ ン ト 基 板 の 表 層 と
裏 層 の ２ つ の 層 を バ イ ア ホ ー ル に よ り 行 き 来 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス 。
【 請 求 項 ７ 】
１ 次 巻 線 、 ２ 次 巻 線 の 両 方 を ジ グ ザ グ の パ タ ー ン に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載
の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 振 動 子 に よ り 送 受 信 を 行 な い 体 内 の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 の 特 に 振
動 子 を 駆 動 す る 回 路 に 用 い る ト ラ ン ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 振 動 子 を 用 い て 体 内 に 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う こ と で 、 体 内 の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置
の 原 理 は す で に 公 知 の も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 超 音 波 の 送 信 に お い て は 、 距 離 分 解 能 を 得 る た め に パ ル ス 状 の 駆 動 波 形 を 用 い る
。 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 の 例 を 図 ９ （ ａ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ト ラ ン ス １ の １ 次 側 の 一 端 は ＋ Ｂ Ｖ の 電 位 に 設 定 し て あ り 、 他 端 に ス イ ッ チ ２ が 接 続 さ
れ て い る 。 ス イ ッ チ ２ の 他 端 は 接 地 さ せ て お り 、 ス イ ッ チ ２ が Ｏ Ｎ す る と ト ラ ン ス １ の １
次 側 に は 上 か ら 下 方 向 に 電 流 が 流 れ 、 磁 束 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ト ラ ン ス １ の ２ 次 側 に は 振 動 子 ３ が 接 続 さ れ て お り 、 ２ 次 側 に 起 こ っ た 誘 導 起 電 力 で 振
動 子 ３ の 端 子 に 電 圧 が か か る 。 ス イ ッ チ ２ の Ｏ Ｎ 時 間 を 短 く す れ ば 、 振 動 子 ３ は パ ル ス 状
の 波 形 で 駆 動 す る こ と が で き る 。 パ ル ス 発 生 タ イ ミ ン グ の 説 明 図 を 図 ７ （ ｂ ） に 示 す 。 一
般 に ス イ ッ チ ２ の Ｏ Ｎ 時 間 ｔ は 数 十 ｎ ｓ ｅ ｃ か ら 数 百 ｎ ｓ ｅ ｃ で あ り 、 繰 り 返 し 周 期 Ｔ は
１ ０ の マ イ ナ ス ４ 乗 秒 の オ ー ダ で あ る 。 振 動 子 を 駆 動 す る 電 圧 は 一 般 に 数 十 ボ ル ト か ら 百
数 十 ボ ル ト で あ る た め 、 ト ラ ン ス は ２ 次 側 の 巻 線 数 が 多 く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 送 信 回 路 の 別 の 従 来 例 を 図 ８ に 示 す 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ８ （ ａ ） は バ イ ポ ー ラ の 送 信 パ ル ス を 発 生 す る た め の 送 信 回 路 の 例 で あ る 。 図 ８ （ ａ
） で は 、 ト ラ ン ス １ 次 側 の 巻 線 に 中 間 タ ッ プ が 設 け ら れ 、 電 圧 Ｂ Ｖ に 設 定 さ れ て い る 。 １
次 側 巻 線 の １ つ の 端 子 に は ス イ ッ チ ２ Ａ と ２ Ｂ が 接 続 さ れ 、 ス イ ッ チ ２ Ａ ， ２ Ｂ の 他 端 は
グ ラ ン ド に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 動 作 タ イ ミ ン グ を 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 。 Ｓ Ｗ － Ａ と Ｓ Ｗ － Ｂ が 順 次 Ｏ Ｎ す る こ と に よ り 振
動 子 ５ に は バ イ ポ ー ラ パ ル ス が 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 に ト ラ ン ス １ は フ ェ ラ イ ト な ど を 材 料 と す る コ ア 部 材 に 絶 縁 体 の ボ ビ ン
が 付 加 さ れ 、 ボ ビ ン に 線 材 が 巻 き つ け て あ る 。 し か し 、 巻 線 な ど の 製 造 コ ス ト を 低 減 す る
た め に シ ー ト ト ラ ン ス が 考 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ９ を も と に シ ー ト ト ラ ン ス に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ に お い て プ リ ン ト 基 板 １ １ ３ 上 に
ス ス パ イ ラ ル コ イ ル １ １ ２ に よ り コ イ ル パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 。 コ ア 部 材 は 磁 心 １ １
１ で あ り 、 Ｅ 型 の コ ア を ２ つ 用 い て プ リ ン ト 基 板 １ １ ３ の 中 央 穴 １ １ ３ ａ お よ び プ リ ン ト
基 板 端 部 を 利 用 し て プ リ ン ト 基 板 １ １ ３ を 挟 む 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に よ る シ ー ト ト ラ ン ス に お い て は 、 コ ア 材 を 用 い て ト ラ ン ス を 形
成 し て い た 。 し か し 、 コ ア 材 を 用 い る こ と に よ り 、 コ ア 材 の コ ス ト 、 コ ア 材 と 基 板 を 組 み
合 わ せ る 製 造 コ ス ト な ど が あ り 、 で き れ ば コ ア 材 な し で ト ラ ン ス を 形 成 で き る と 好 都 合 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ ア 材 な し で 形 成 し た 図 ７ の ト ラ ン ス は 図 １ ０ の よ う に 、 ま た 図 ８ の ト ラ ン ス は 図 １ １
の よ う に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ６ ０ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 従 来 例 の 積 層 シ ー ト ト ラ ン ス を 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 で 用
い る 場 合 に 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 振 動 子 の 電 気 的 な 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス ダ ン ス は 数 十 オ ー ム と 低 く 、 た と え ば ト ラ ン ス の
昇 圧 比 を ３ 倍 程 度 と す る と １ 次 側 か ら 見 た イ ン ピ ー ダ ン ス は 数 Ω と 非 常 に 小 さ な も の に な
っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 低 イ ン ピ ー ダ ン ス の 系 に お い て ト ラ ン ス を 用 い て 信 号 伝 達 を 行 な う 場 合 、 ト ラ ン ス 自 体
の １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 が 高 く な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し な が ら 従 来 の 方 法 で コ ア 材 な し で ト ラ ン ス を 形 成 す る と 高 い 結 合 が 望 め な か っ た
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は こ れ ら の 問 題 を 解 決 し 、 １ 次 側 － ２ 次 側 間 の 結 合 の 高 い ト ラ ン ス を 実 現 し 、 安
価 で 優 れ た 超 音 波 診 断 装 置 用 の 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス は 、 １ 次 － ２ 次 巻 線 間 の 結 合 を 高 め る た
め に 巻 き 線 数 に 比 し て 線 長 を 増 加 さ せ る こ と で 、 １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 く す る も の で
あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 回 路 用 ト ラ ン ス は 、 １ 次 － ２ 次 巻 線 を ジ グ ザ グ さ せ る こ
と で 、 巻 線 数 に 対 す る 線 長 を 長 く す る こ と で 、 １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 く す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 １ 次 － ２ 次 巻 線 を 蛇 行 さ せ る こ と で 、 巻 線 数 に 対 す る 線 長 を 長 く す る こ と で 、
１ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 多 層 プ リ ン ト 基 板 の 複 数 の レ イ ヤ を 用 い 、 １ 次 も し く は ２ 次 巻 線 の ど ち ら か を
中 間 層 に 配 置 し 、 他 方 の 巻 線 を 表 層 と 裏 層 を バ イ ヤ ホ ー ル に よ り い き き す る こ と で 線 長 を
長 く で き 、 １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 表 層 と 裏 層 を バ イ ヤ ホ ー ル に よ り い き き す る パ タ ー ン を 互 い 違 い に 組 み 合 わ せ
る こ と で 線 長 を 長 く し １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 く し た 状 態 で 複 数 巻 き を 可 能 に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 表 層 と 裏 層 を バ イ ヤ ホ ー ル に よ り い き き す る パ タ ー ン を ２ 系 統 配 線 す る こ と で
、 １ 次 側 巻 線 が ２ 系 統 あ り バ イ ポ ー ラ 送 信 回 路 に 用 い る こ と の で き る ト ラ ン ス を 実 現 可 能
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 多 層 プ リ ン ト 基 板 の ２ 層 を 用 い 、 １ 次 側 巻 線 、 ２ 次 側 巻 線 の 双 方 を プ リ ン ト 基
板 の 表 層 と 裏 層 の ２ つ の 層 を バ イ ア ホ ー ル に よ り 行 き 来 す る よ う に し 、 線 長 を 長 く し 、 結
合 を 高 め た 状 態 を ２ 層 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ６ の 発 明 に お い て 、 １ 次 側 、 ２ 次 側 の 両 方 の 巻 線 を ジ グ ザ グ に 配 置 す る
こ と で 、 線 長 を よ り 長 く し 、 よ り 結 合 を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 よ り 明 ら か な よ う に 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス に お い て 、
パ タ ー ン の 配 線 長 を 巻 線 数 に 比 較 し て 多 く し 、 １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 め る こ と が で き
、 駆 動 能 力 の 優 れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 に つ い て 、 図 １ ～ ６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 構 成 し た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示 し
た 説 明 図 で あ る 。 図 １ に お い て は 、 １ 次 巻 線 が Ａ － Ａ ’ 、 ２ 次 巻 線 が Ｂ － Ｂ ’ で あ る 。 従
来 例 で は 、 パ タ ー ン が 図 ７ の よ う に 単 純 な 円 弧 を 描 く こ と に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 で は パ タ
ー ン を ジ グ ザ グ に す る こ と で 、 同 じ 巻 線 数 で も 配 線 長 が 長 く な る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 め る こ と が で き 、 駆 動 能 力 の 高 い ト ラ ン ス を 実 現
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 構 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
し た 説 明 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 中 間 層 に １ 次 側 巻 線 Ａ － Ａ ’ が 、 表 層 お よ び 裏 層
に ２ 次 巻 線 Ｂ － Ｂ ’ が 配 線 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 次 巻 線 Ａ － Ａ ’ は 単 純 な 円 弧 を 描 い て い る が 、 ２ 次 巻 線 Ｂ － Ｂ ’ は 表 層 部 分 （ 実 線 ）
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と 裏 層 部 分 （ 点 線 ） を バ イ ア ホ ー ル （ 図 の 小 円 ） に よ り つ な ぎ 合 わ せ 、 １ 次 巻 線 Ａ － Ａ ’
を ら せ ん 状 に 取 り 囲 ん で い る 。 本 実 施 の 形 態 で は ２ 次 側 に 螺 旋 構 造 を 用 い た が 、 １ 次 側 を
螺 旋 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 ２ 次 側 の 巻 線 数 が 多 く な っ た 場 合 （ こ の 場 合 ２ 巻 ） の パ タ ー ン の 例 で あ る 。 １
巻 め と ２ 巻 め が シ ョ ー ト し な い よ う に 表 層 、 裏 層 を 組 み 合 わ せ て パ タ ー ン を 形 成 す る 。 こ
の 方 法 で 巻 数 を 順 次 増 や し て い く こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は １ 次 側 の 巻 線 が 従 来 例 図 ８ の 送 信 回 路 の よ う に ２ 系 統 必 要 な 場 合 の パ タ ー ン 形 成
例 で あ る 。 こ の 場 合 も 系 統 １ と 系 統 ２ の 巻 線 が シ ョ ー ト し な い よ う に 表 層 、 裏 層 を 組 み 合
わ せ て パ タ ー ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 め る こ と が で き 、 駆 動 能 力 の 高 い ト ラ ン ス を 実 現
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 構 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
し た 説 明 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 ２ 次 側 巻 線 Ｂ － Ｂ ’ が 表 層 、 裏 層 を バ イ ア ホ ー ル
で 接 続 し て た パ タ ー ン で 構 成 さ れ る と と も に 、 １ 次 側 巻 線 Ａ － Ａ ’ も 表 層 、 裏 層 を バ イ ア
ホ ー ル で 接 続 し て 構 成 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 中 間 層 は 必 要 な く な り 、 少 な い レ イ ヤ ー
に よ り 、 ト ラ ン ス を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 ２ と 同 様 に １ 次 側 巻 線 を ２ 系 統 設 け た り 、 巻 数 を
複 数 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
し た 説 明 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 １ 次 側 巻 線 Ａ － Ａ ’ ， ２ 次 側 巻 線 Ｂ － Ｂ ’ と も に
ジ グ ザ グ の パ タ ー ン で 構 成 さ れ て い る 。 双 方 は 表 層 （ 実 線 部 ） 、 裏 層 （ 点 線 部 ） を バ イ ア
ホ ー ル （ 小 円 ） で 接 続 し た 構 成 に な っ て お り 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 中 間 層 が 必 要 な い
た め 、 少 な い レ イ ヤ ー で ト ラ ン ス を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 ２ と 同 様 に １ 次 側 巻 線 を ２ 系 統 設 け た り 、 巻 数 を
複 数 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス に お い て 、 パ タ ー ン の 配
線 長 を 巻 線 数 に 比 較 し て 多 く し 、 １ 次 側 － ２ 次 側 の 結 合 を 高 め る こ と が で き 、 駆 動 能 力 の
優 れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 パ ル ス 発 生 回 路 を 実 現 す る こ と が 可 能 に な る の で 、 超 音 波 診
断 装 置 の 特 に 振 動 子 を 駆 動 す る 回 路 に 用 い る ト ラ ン ス 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
す 説 明 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
す 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の 第 ２ の パ タ ー
ン を 示 す 説 明 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の 第 ３ の パ タ ー
ン を 示 す 説 明 図
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【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
す 説 明 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示
す 説 明 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 従 来 例 に お け る 送 信 回 路 を 示 す 説 明 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 従 来 例 に お け る ト ラ ン ス を 示 す 説 明 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 従 来 例 に お け る 送 信 回 路 を 示 す 説 明 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ の 従 来 例 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示 す
説 明 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 従 来 例 に お け る 基 板 上 に 形 成 さ れ た ト ラ ン ス の パ タ ー ン を 示 す
説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 、 １ Ｂ 　 ト ラ ン ス
　 ２ 、 ２ Ａ 、 ２ Ｂ 　 ス イ ッ チ
　 ３ 　 振 動 子
　 １ １ １ 　 磁 心
　 １ １ ２ 　 ス パ イ ラ ル コ イ ル
　 １ １ ３ 　 プ リ ン ト 基 板
　 １ １ ３ ａ 　 中 心 穴
　 １ １ ４ 　 テ ー プ
　 １ １ ５ 　 端 子
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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